
「見えない死角はどこにも潜む　意識集中　運転集中！」平成２８年度最優秀交通安全標語

Ⅰ．危険予測

　本年度も下期に入り１０月の交通事故発生はゼロでした。１１月は全国的にも、初霜観測の知らせが

届くなど、気候的にも秋から冬に移り変わる季節です。また、地域によっては紅葉の見ごろも近づく行

楽シーズンです。車に乗る機会も増えるため、安全運転を心がけてドライブを楽しんでください。

　さて、朝の通学路を「速度30km/h以内に落としているから大丈夫」と思い込んで走行していると、子

どもの急な飛び出しに気づくのが遅れ、人身事故を起こす危険性があります。たとえば「手を振ってい

る子どもや、手を振っている先の子どもが道路に飛び出してくるかもしれない」といった危険が予測で

きれば、車をすぐに停止できる状態で走行したり、また、軽くクラクションを鳴らして注意を促すことで、

事故防止につながります。

　今月は、変化する交通状況の中で「危険予測」を行う重要性について考えてみましょう。
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　走行中、ドライバーは周囲を目で見て、危険と判断したらブレーキを踏むなどの操作を行います。しかし、目

で見える範囲は限られているため、車の陰から人が飛び出してきたり、前の車が急ブレーキをかけたりする

など予想外の出来事が起きると、対処しきれず事故に至ります。そこでドライバーはあらかじめ、その先で起

こりうる危険を予測することによって、危険に対する準備ができ、事故を未然に防ぐことが可能になります。

　危険予測をしていた場合と、していなかった場合に分けて、危険に気づいてから事故を回避する行動に移

すまでの反応時間をみてみましょう(図)。走行中、まったく危険予測をしていなかった場合の「驚愕反応時間」

は1.5秒です。ブレーキなどの操作が必要だと危険予測していた場合の「予測反応時間」に比べ2倍の時間が

かかります。走行速度が40km/hの場合、「驚愕反応時間」と「予測反応時間」の差は距離にすると約8m(車2

台分)になります。危険予測をしていれば、それだけ余裕をもって行動に移すことができます。

 　交通状況は刻々と変化しますので、「次に何が起こるのか」、「車や歩行者はどんな行動をするのか」と常

に危険予測をすることは、安全で余裕のある運転を行うために重要なポイントになります。

１．「危険予測」をすると、余裕をもって事故を防ぐことが可能になる
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　人通りが多く歩道が狭いと、人が車道にはみ出してきたり、自転車が後方確認をせずに道を横切ろうとする

危険があります。特に子どもは、目の前に夢中になることがあると、周囲をよく見ないで行動する傾向があり

ます。手を振っている子どもが車道に飛び出してくる危険がある一方で、車道の反対側にいる子どもが飛び

出してくる危険もあるので、行動をよく観察し注意を払いましょう。

　見通しの悪い交差点や停車中の車の陰、また自車の後方部分にできる死角など、走行中に安全確認が難

しい箇所があります。「特に人影は見えないし、大丈夫だろう」と思わずに、「人や自転車が潜んでいるかもし

れない」と意識しましょう。

　一時停止した場所から確認できる範囲はごくわずかで、交差する道路の死角から人や自転車が飛び出し

てくる危険があります。また、交差点によっては人や自転車も、一時停止した車を確認することができませ

ん。見通しが悪く信号のない交差点では、所定の場所で一時停止した後、ゆっくりと前に進み出て交差する

道路に車の頭を出し、もう一度一時停止しましょう。相手に通過する自車の存在を知らせたら、安全確認を行

い、通過するときは、徐行で周囲を注意しながら進みましょう。

　ドライバーは目の前の交通場面の中から、危険な箇所をピックアップして次に起こることを予測して運転操

作を行います。しかし、交通状況は刻々と変化するので、危険な箇所も変化したり新たに現れたりします。危

険予測も交通状況に合わせて対処しましょう。

・人や車の多い住宅街を走行するとき

(2) 見えない箇所に危険が潜んでいるかもしれないという意識をもちましょう

・見通しの悪い交差点を通過するとき

(3) 交通状況に応じた危険予測を行いましょう

　人や車の動き・見えない箇所・交通状況の変化などに潜む危険を的確に予測できれば、事故を未然に防ぐ

ことができます。どのように危険予測を行えばよいのか考えてみましょう。

　「人が飛び出すことは滅多にない」、「自車が見えているはずだから、対向車は車線をはみ出さない」という

自分に都合の良い思い込みは、相手の行動を見誤って事故を起こす危険性があります。人や車の動きに注

意を向ければ、危険を察知した際に回避行動をとりやすくなります。

２．どのように危険予測を行えばよいのか

(1) 見えている人や車が危険な動きをする可能性を考えましょう



Ⅲ．今月のスローガン
　　 「エコドライブの実践」 （企業開発センター交通問題研究室）
　   チャレンジ！
　　　      エコドライブ

・信号のある交差点を右に曲がるとき

・「準中型免許」制度の新設─車両総重量7.5トン未満の貨物車

　準中型免許は、貨物自動車などに限定した新区分として新設され、車両総重量3.5トン以上7.5トン未満

（最大積載量２トン以上4.5トン未満）のトラックが対象となった免許です。

　18歳以上であれば普通免許の経験がなくても取得できます（中型免許は、普通自動車免許を取得してか

ら２年以上の経験が必要ですから、20歳以上でないと取得できません）。

　免許取得時の技能講習は、普通免許よりも７時間多い41時限となっています。

　なお、平成２９年３月１２日より前に普通免許を取得した場合は、現行の制度では５トン未満の貨物自動

車を運転できますが、施行日以降は「５トン限定準中型免許」に移行してそのまま運転できます。

◆改正道路交通法が施行されます─準中型免許等　(2017年3月12日）

　対向車やその陰に潜むバイク、歩行者の通過など注意していた対象が

無事に交差点を通過しても、すぐに右折するのは危険です。先ほどまで

確認できなかった自転車が、右後方から猛スピードで横断歩道に進入す

る危険があります。もう一度、右後方も安全確認してから右折しましょう。

Ⅱ．道路交通法の改正


